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　1．はじめに
　小学生から中学生にかけて，自尊感情と学習
意欲，規範意識が低下することが指摘されてい
る。自尊感情とは，「多くの自己評価的経験の積
み重ねを通して形成された自己評価的な感情複
合体」と定義される（榎本，1998）。学習意欲と
は，「種々の動機の中から学習への動機を選択し
て，これを目標とする能動的意思活動をおこさせ
るもの」とされている（下山ほか，1983）。規範
意識とは，「教室における規範やルールを守り，
対人的に円滑な関係を持とうとする目標」であ
る（中谷，1996）。自尊感情と学習意欲，規範意
識の低下の時期の一つとしては，小学校から中学
校への学校移行期があると考えられる。Ogihara

（2016）は，自尊感情の重要な要素である自分が
好きという項目において，小学生から中学生にか

けて低下することを報告している。また，Robins 
et al.（2002）は，自尊感情が 9 歳から 12 歳群は
13 歳から 17 歳の群にかけて低くなることを明ら
かにしている。学習意欲に関して，兄井・須㟢

（2013）は，学習意欲の促進的な側面において小
学生は中学生より高く，抑制的な側面において小
学生は中学生より低いことを示している。規範意
識に関して，山田ほか（2013）は，規範行動が小
学校から中学校にかけて，学年が上がるにつれて
得点が減少することを報告している。また，須﨑
ほか（2013）は，小学 4 年生から中学 2 年生まで
を対象に規範意識について検討を行っている。そ
の結果，規範意識における向社会的目標は，男子
において小学 4 年生と中学 1 年生は他の学年に比
べて低く，女子において小学 6 年が中学 1・2 年
より高く，また，女子においてのみ，中学生は小
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抄　録
　本研究は，発達段階と自尊感情によって規範意識と学習意欲の高さについて，2 つの仮説を設定し，検討
することを目的とした。仮説 1 では，小学生は中学生より自尊感情，規範意識，学習意欲が高いこととし
た。仮説 2 は，自尊感情が高い子どもは，自尊感情が低い子どもに比べて，学習意欲と規範意識が高い傾向
にあることとした。調査対象者は小学生 305 名（4 年生 97 名，5 年生 91 名，6 年生 117 名）と中学生 216
名（1 年生 81 名，2 年生 78 名，3 年生 57 名）であった。調査内容は自尊感情尺度（桜井，2000），規範意
識尺度（中谷，1996），学習意欲尺度（山下ほか，1983）を用いた。分析では，自尊感情の高さから小学生
と中学生を 4 つの群（L 群，ML 群，MH 群，H 群）に分類した。分析の結果，小学生は中学生に比べて自
尊感情，規範意識，学習意欲が高いことが示された。また，自尊感情の高い小学生と中学生ほど，規範意識
と学習意欲が高くなることが明らかにされた。このことから，仮説 1 と仮説 2 はおおむね支持され，規範意
識と学習意欲の高さには，自尊感情が関係していることが考えられる。
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学より規範遵守目標が低いことを明らかにしてい
る。そして，廣岡・横矢（2006）は，小学生から
高校生において，学年が上がるにつれて，学校内
の規範意識が低下することを明らかにしている。
このように，小学生から中学生への学校移行期に
伴って，自尊感情と学習意欲，規範意識は低下す
る傾向にあることが考えられる。
　ところで，自尊感情の高さは，学習時間や授業
中の挙手・発言頻度といった望ましいとされる学
習のあり方と関係することが報告されている（福
岡県青少年アンビシャス運動推進室，2010）。ま
た，伊藤（1994）は，自尊感情のレビューを通し
て，自尊感情の高さは，心理的不適応と関わる尺
度と一貫した負の関係を有することを明らかにし
ている。一方で，自尊感情の高さが攻撃性と関係
するといった望ましいことが明らかにされてい
る。小寺・桂田（2020）は，大学生において自尊
感情と攻撃性に負の相関関係を有しており，自尊
感情が低いほど攻撃性が高くなることを明らかに
している。戸田・川村（2015）は，社会的スキル
が低い生徒において，自尊感情が高く，自尊感情
の変動性が高い場合，怒りと，感情発散，直接的
攻撃が高いことを示している。このように，望ま
しいとされる自尊感情の高さが，不適応な行動と
関係することが報告されている。このように自尊
感情は，肯定的な関係と否定的な関係を有してお
り，その一貫した結果が得られていない現状があ
る。しかし，自尊感情の高さと学習場面の変数と
は，肯定的な関係を有していると考えられてお
り，自尊感情を高めるための取り組みが行われて
いる（蘭，1992）。したがって，自尊感情の高さ
は，学習場面に関する変数とは肯定的な関係を有
していることが考えられる。
　以上のことから，本研究は，次の 2 つの仮説を
検討することを目的に行う。仮説 1 としては，小
学生は中学生より，自尊感情と学習意欲，規範意
識が高い傾向にあることである。仮説 2 は，自尊
感情が高い子どもは，自尊感情が低い子どもに比
べて，学習意欲と規範意識が高い傾向にあること
である。その際，自感情を平均値からの高低の 2
群に分類するのではなく，平均値と標準偏差を用
いて 4 群に分類する。

　2．方法
　2．1分析対象者
　分析対象者は，調査協力への同意が得られてお
り，データに欠損がない福岡県下の小学生 305 名
と中学生 216 名であった。内訳として，小学生は

4 年生 97 名（男子 37 名，女子 60 名），5 年生 91
名（男子 46 名，女子 45 名），6 年生 117 名（男
子 59 名，女子 58 名）であり，中学生は 1 年生
81 名 （男子 39 名，女子 42 名），2 年生 78 名（男
子 40 名，女子 38 名），3 年生 57 名（男子 33 名，
女子 24 名）であった。調査は 2010 年 11 月から
12 月にかけて行われた。
　2．2手続き
　調査の趣旨及び調査内容について，学校長に説
明を行い，調査協力の得られた学校を対象とし
た。調査票は各クラスで配布され，その場で回収
を行った。調査票には，調査内容が成績に影響す
ることがないこと，個人を把握できないように処
理することが明記された。調査は無記名形式で実
施され，質問項目への回答をもって調査への協力
を同意したものとした。
　2．3調査内容
　2．3．1自尊感情
　桜井（2000）で邦訳された Rosenberg（1965）
の自尊感情尺度を用いた。この尺度は，自分に対
してこれでよい（good enough）と感じるような
自分自身に対する肯定的感情の程度を測定すると
されている。10 項目からなり，回答は「とても
そう思う」から「まったくそう思わない」までの
4 件法で求めた。計 10 項目の合計点を自尊感情
得点とし，得点が高いほど自尊感情が高いことを
意味する。
　2．3．2規範意識
　規範意識尺度は中谷（1996）が作成した 18 項
目を用いた。この尺度は，向社会的目標と規範遵
守目標の 2 つの下位尺度から構成されている。向
社会的目標とは，社会的，対人的な協力や援助を
目標とするものである。また，規範遵守目標と
は，教室における明示的あるいは暗黙のルールを
守り，規範に従うことを目標とするものである。
尺度の項目数は，向社会的目標が 10 項目，規範
遵守目標が 8 項目であった。回答方法は，「いつ
もあてはまる」から「どんなときにもあてはまら
ない」までの 5 段階の評定で求めた．各下位尺度
の合計得点を算出し，得点が高いほど各規範意識
が高いことを意味する。
　2．3．4学習意欲
　学習意欲尺度は 4 件法による山下ほか（1983）
が作成した 40 項目を用いた。この尺度は，自主
的学習態度，達成志向，責任感，従順性，自己評
価，失敗回避傾向，持続性の欠如，学習価値観の
欠如の 8 つの下位尺度から構成される尺度であ
る。このうち，自主的学習態度，達成志向，責任
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感，従順性，自己評価は促進傾向にまとめられ，
得点が高いほど望ましい態度であることを意味す
る。失敗回避傾向，持続性の欠如，学習価値観の
欠如は，抑制傾向に分類され，得点が高いほど望
ましくない態度であることを示す。回答は「まっ
たくあてはまらない」から「とてもよくあてはま
る」の 4 件法で回答を求めた。分析には，促進傾
向と抑制傾向の得点を算出した。
　2．4分析
　分析には，自尊感情を従属変数とし，校種を独
立変数とした t 検定を行った。また，従属変数を
規範意識と学習意欲とし，校種と自尊感情の群を
独立変数とした二要因分散分析を行った。分析に
は，SPSS （Ver.25） を用いて，有意水準は 5% と
した。

　3．結果
　まず，小学生（M=26.3，SD=5.2）と中学生

（M=24.7，SD=4.8）の自尊感情について，t 検
定を行った結果，小学生は中学生より有意に高い
値が示された（t（519）=3.56, p<.05）。次に，自
尊感情の平均値と標準偏差から小学生と中学生を
4 つに区分した。区分は，平均値から標準偏差を
引いた得点未満の群（以下，「L 群」と示す），平
均値から標準偏差を引いた得点の間の群（以下，

「ML 群」と示す），平均値から標準偏差を足した
得点の間の群（以下，「MH 群」と示す），平均
値から標準偏差を足した得点を越える群（以下，

「H 群」と示す）とした。その際，小学生は小学
生の平均値と標準偏差を用いて，中学生は中学生
の平均値と標準偏差から区分を行った。
　分析の結果を表 1 に示す。促進傾向におい
て交互作用が有意であった（F（3, 513）=7.13, 
p<.05）。そのため，単純主効果の検定を行った結
果，ML 群（F（1, 513）=7.37, p<.05） と，MH
群（F（1, 513）=45.86, p<.05），H 群（F（1, 513）

=21.49, p<.05）において小学生は中学生より得
点が有意に高いことが示された。また，小学生
において（F（3, 513）=36.87, p<.05），MH 群と
H 群は L 群と ML 群より得点が有意に高く，ML
群は L 群より有意に得点が高かった。中学生に
おいて（F（3, 513）=3.02, p<.05），H 群は L 群よ
り得点が有意に高いことが示された。
　 抑 制 傾 向 に お い て， 校 種 の 主 効 果（F（1, 
513）=43.59, p<.05）と群の主効果（F（3, 513）
=38.39, p<.05）が有意であった。多重比較の結
果，全ての群間で有意な差が示されており，L 群
が最も有意に低く，H 群が最も有意に高い値を示
していた。また，小学生は中学生より得点が有意
に低いことが確かめられた。
　規範遵守目標において，校種の主効果（F（1, 
513）=16.97, p<.05） と 群 の 主 効 果（F（3, 513）
=24.43, p<.05）が有意であった。多重比較の結
果，全ての群間で有意な差が示されており，H 群
が最も有意に低く，L 群が最も有意に高い値を示
していた。また，小学生は中学生より得点が有意
に高かった。
　向社会的目標において，交互作用が有意で
あった（F（3, 513）=2.79, p<.05）。そのため，単
純主効果の検定を行った結果，MH 群（F（1, 
513）=16.56, p<.05） と H 群（F（1, 513）=4.17, 
p<.05）において小学生は中学生より得点が有意
に高いことが示された。また，小学生において 

（F（3, 513）=14.20, p<.05），L 群は他のすべての
群より得点が有意に低かった。

　4．考察
　本研究は，小学生と中学生における自尊感情と
学習意欲，規範意識の特徴を検討するために，2
つの仮説を検討することを目的に行われた。小学
生は中学生より，自尊感情と学習意欲，規範意識
が高い傾向にあるといった仮説 1 は，支持される
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たくあてはまらない」から「とてもよくあてはま
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４．考察 
本研究は，小学生と中学生における自尊感情と

学習意欲，規範意識の特徴を検討するために，2
つの仮説を検討することを目的に行われた。小学

生は中学生より，自尊感情と学習意欲，規範意識

が高い傾向にあるといった仮説 1 は，支持される

結果が得られた。また，自尊感情が高い子ども

は，自尊感情が低い子どもに比べて，学習意欲と

規範意識が高い傾向にあるといった仮説 2 は，概

L群 ML群 MH群 H群 L群 ML群 MH群 H群

n=52 n=96 n=109 n=48 n=30 n=72 n=80 n=34
促進傾向 59.5 70.6 77.9 83.5 60.7 65.2 65.2 70.3 37.41 * 25.18 * 7.13 *

(16.7) (10.1) (10.6) (10.3) (14.6) (13.4) (14.1) (14.8)
抑制傾向 41.6 33.8 29.4 25.7 43.6 38.5 36.8 32.7 43.59 * 38.39 * 2.19

(9.8) (7.8) (7.6) (8.6) (8.2) (8.6) (8.7) (7.3)
規範遵守目標 34.0 38.6 41.6 44.0 33.8 36.6 37.4 40.2 16.97 * 24.43 * 2.31

(8.0) (6.6) (5.3) (5.5) (6.8) (6.1) (6.7) (6.8)
向社会的目標 28.4 32.0 33.9 34.5 29.0 31.0 30.6 32.0 8.42 * 10.08 * 2.79 *

(7.1) (5.4) (4.7) (5.5) (5.8) (5.6) (5.7) (5.7)
*p<.05

表1．自尊感情の群と校種における学習意欲と規範意識の平均値 (標準偏差) と分散分析結果

中学生小学生 主効果
交互作用

校種 群

表 1．自尊感情の群と校種における学習意欲と規範意識の平均値（標準偏差）と分散分析結果
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結果が得られた。また，自尊感情が高い子ども
は，自尊感情が低い子どもに比べて，学習意欲と
規範意識が高い傾向にあるといった仮説 2 は，概
ね仮説を支持する結果が得られた。
　中学生は小学生より自尊感情（Ogihara, 2016; 
Robins et al., 2002）と，学習意欲（兄井・須㟢，
2013），規範意識 （廣岡・横矢，2006；須﨑ほか，
2013；山田ほか，2013）が低くなることが報告さ
れている。中学生が小学生に比べて，自尊感情と
学習意欲，規範意識が低下する理由として，学校
移行といった社会的変化が影響していると考えら
れる。Rosenberg（1986）は，自尊感情の変化に
は，小学校から中学校へと学校の文脈が大きく変
化するためと示唆している。そして，荒木（2007）
は，この学校移行の影響について，小学校生活と
中学校生活は内容だけではなく，質的にも違って
いるため，その違いの影響は大きいと指摘してい
る。また，兄井・須崎（2013）は，「小学校に比
べて中学校では授業数の増加や授業内容の高度に
もなるため，理解できずに学習へのつまずきが多
くなると考えられる．そのため，学習に対する無
力感が形成され，学習に対して抑制する傾向が高
くなり，促進する傾向が低下する」と述べてい
る。さらに，学校移行の影響のほかにも，佐藤ほ
か（2000）は，「児童期までの両親や社会から与
えられた価値体系に疑問を持ちはじめる思春期に
は，自己価値の自信を示すと考えられる自尊感
情が揺らぐ」ことを指摘している。そして，新
井（1998）は，学習意欲の低下は，「思春期に入
ると，自我意識の問い直しの洗礼を受け，それま
で強力であった学習意欲が衰退し，子どもはそれ
に代わって新たな学習意欲を選びとったり作り出
していかなければならない」と述べている。加え
て，規範行動の減少の理由として，新たな仲間関
係の出現があり，その集団の規範が重要視される
ため，校則などの一般的な規範が逸脱される可能
性が指摘されている（山田ほか，2013）。これら
のことから，中学生は小学生に比べて，学校移行
にともなって学習内容を含む環境が大きく変化し
てしまう。その環境に適応するための過程で，自
己を見直す必要に迫られてしまう。その結果，中
学生では，自尊感情と学習意欲が低下してしまう
ことが考えられる。また，中学生ではクラスメイ
トとの関係も密接になり，その関係の中で共有さ
れる規範が重要視されるため，教室内での規範意
識が順守されにくくなったことが推察される。
　仮説 2 は，おおむね仮説を支持する結果が得ら
れたことから，自尊感情の高さは学習意欲と規範

意識と関係していることが考えられる。これは，
自尊感情が，学習意欲と規範意識といった学習場
面においては肯定的な関係を有することが考えら
れる。そのため，自尊感情の高さは，小学生と中
学生の学習意欲と規範意識を把握するための重要
な指標となりうることが考えられる。その際，考
慮する点として，本研究は横断研究に基づくもの
であり，これらの因果的な関係は明らかにされて
いない。そのため，本研究の結果から自尊感情を
高めることが，学習意欲や規範意識が育まれるこ
とを意味しない。今後は，自尊感情と学習意欲，
規範意識との関係について検討を行う必要があ
る。
　さらに，小学生において自尊感情の高さによっ
て向社会的責任目標が異なることが示されたが，
中学生では自尊感情の高さで有意な差は示されな
かった。これは，小学生において，自尊感情の高
さが社会的，対人的な協力や援助を目標である向
社会的責任目標と関係するが，中学生において関
係しないことが考えられる。中学生において，向
社会的責任目標を有することができるかどうか
は，クラスメイトへの協力や援助を行うためのス
キルの高さと関連していることが考えらえる。つ
まり，中学生では，自尊感情の高さではなく，自
身にクラスメイトに対して協力や援助を行うため
のスキルの高さによって，向社会的責任目標を有
することができると考えられる。しかし，本研究
では，社会的スキルを測定していないため，今後
は，社会的スキルが自尊感情と向社会的責任目標
との関係に及ぼす影響について検討を行う必要が
ある。
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